
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

24,618156,156

258,860

-13,335

46,000 86,000

14,958 11,941 6,268 11,846

83,480 69,300 168,000

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・第7期長野県無電柱化推進計画(暫定H26～H30)に沿って、事業の進捗を図る。

目標に対
する成果
の状況

小諸市 小諸駅前において電線共同溝の整備が完了し、安全な歩行空間が確保できた。
また、他の箇所においても電線共同溝の整備を引き続き実施している。

 概算事業費（B（A）+C） 231,406 190,714 93,603 192,618

- -

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

合計（A) 387,562

168,000

168,000

26年度

Aの
財源

239,636 118,222

概　算
人件費

2.33 2.01 0.77 0.77

-

231,406 190,714 93,603

-

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

○県管理道路における安全で快適な歩行者通行空間の確保、良好な景観、住環境の形成及び地震などの災害時における電柱倒壊など
の災害防止を図るため、無電柱化を推進する。

・震災や台風などの災害時に、電柱倒壊による緊急車両等の通行支障が発生することがある。
・歩道内の電柱が歩行者の安全・快適な通行の支障になっていることがある。
・電柱や電線が、美しい山岳高原や歴史的街並みの景観を阻害していることがある。

４－１　地域防災力の向上
  　 ５　災害に強い建物・道路等の整備

実施期間 S61 ～

合計 69,300 93,603

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

電線共同溝の整備等に関する特別措置法

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

無電柱化推進工事 直接 ・電線共同溝の設置と既設電線電柱類の撤去(1箇所) 69,300 93,603

第7期長野県無電柱化推進計画（H26～H30）に基づき事業を進める。（H27：2箇所）

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

42.6km 42.6km 達成42.2km

27年度 28年度

48,922

事業番号 11 03 09 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 電線共同溝整備費
担
当
課

部局 建設部

課・室 道路管理課

総合５か年
計画

プロジェクト  ２－１－２　農山村産業クラスター形成プロジェクト E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

２－１　魅力ある地域の創造と発信
     ４　次代につなぐ景観育成の推進

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円）

0 0

成果目標の達成状況

項目

電柱をなくす
道路の延長

25年度

42.7km

0 0 0 0

192,618

142,037

227,604 141,695 65,954 94,772

145,000 86,000


